令和５年４月２８日

　保護者　様

津市立千里ヶ丘小学校

校長　森　　直　樹　　
	「暴風警報・暴風雪警報・大雪警報」及び「台風接近に伴う大雨警報・洪水警報」や「その他の気象に関する特別警報(大雨・暴風・暴風雪・大雪)」が発表された場合、または津市内において震度５強以上の地震が発生した際の児童の安全確保について


新緑が美しい時期となりました。これから大雨や台風等の気象災害が心配される季節になっていきます。気象警報発表時等の対応について、下記にお示ししますので、ご確認をお願いいします。
記
１　午前６時までに「暴風警報・暴風雪警報・大雪警報」及び「台風接近に伴う大雨警報・洪水警報」が解除された場合は、通常通り授業を行います。
２　午前６時以降、午前７時までに「暴風警報・暴風雪警報・大雪警報」及び「台風接近に伴う大雨警報・洪水警報」が解除された場合は、給食を実施せず午前中の授業を実施します。登校時刻についてはメール配信等で連絡します。
（１）午前７時までに警報が解除になっても、道路、橋、堤防の決壊、浸水等により登校に危険が予想さまたは、登校が困難な場合は、各地区との連絡・協議により適切な処置をとります。

３　午前7時においても、なお警報が解除されない場合は休校とします。
４　登校途上で「暴風警報・暴風雪警報・大雪警報」及び「台風接近に伴う大雨警報・洪水警報」が発表さ
れた場合

（１）原則として直ちに登校を中止し、速やかに帰宅する。

（２）ただし、警報を知った時点での児童のいる位置や状況によっては、安全な場所に待機して保護するか、
登校して待機することとする。

５　登校後の警報発表の場合
（１）「暴風警報・暴風雪警報・大雪警報」及び「台風接近に伴う大雨警報・洪水警報」が発表された場合
児童は学校に待機し、保護者引き渡しとします。
（２）津市内において震度５強以上の地震が発生した場合、直ちに授業を打ち切ります。
　　　児童は、運動場で待機し、保護者引き渡しとします。(学校への車での来校不可)

※登校前に発生した場合は休校とします。
学校再開の連絡が入るまで登校を見合わせます。
６　その他、「大雨洪水警報（台風接近時ではないもの）」等が発表された場合

（１）児童の登校が危険だと学校が判断した場合は、状況に応じて対応する。

（２）保護者の方で登校に支障があると判断された場合は、登校させないで学校まで連絡する。

　※　登校時に警報が発表されていなくても、保護者の方で登校に支障があると判断された場合は、無理に登校させずに学校まで連絡してください。
　※　下校時に警報が発表されていなくても、学校の方で下校に支障があると判断した場合（例えば雷雨など）は、下校させずに学校待機をさせる場合があります。その場合は、メール配信にて連絡しますので、しばらくお待ちください。電話による問い合わせは極力お控えください。
